
幼保小の架け橋プログラム事業 成果報告会資料・アーカイブ映像 

 

 

 

 
 

  

芸術
げいじゅつ

の秋
あき

！スポーツの秋！皆
みな

さんはどんな秋？ 

                  校 長
こうちょう

 中村
なかむら

 真
まさ

人
と

 

１０月を迎
むか

えます。三島硫黄島学園は５日にある運動会
うんどうかい

に向
む

けて、子供たちの元気
げ ん き

な

声
こえ

が響
ひび

き渡
わた

っています。本
ほん

学園の運動会は地域
ち い き

一帯型
いったいがた

です。たくさんの方
かた

の参
さん

加
か

、

応援
おうえん

をお願
ねが

いします。 

さて、ようやく暑
あつ

さも和
やわ

らぎ、朝夕
あさゆう

だいぶ涼
すず

しく感
かん

じられるようになりました。季
き

節
せつ

は秋
あき

の入口
いりぐち

へと差
さ

し掛
か

かりました。 このような過
す

ごしやすい秋の季節、皆
みな

さんはどんなこと

をして過ごしますか？芸術
げいじゅつ

、スポーツ、食欲
しょくよく

･･･私
わたし

が皆さんにお勧
すす

めしたいのは読書
ど く し ょ

で

す。本学園では、１０月８日から「どんぐり読書週間
しゅうかん

」が始まります。この機
き

会
かい

に多
おお

くの本
ほん

と出会
で あ

ってください。 

本を読
よ

むことで、様々
さまざま

な効
こ う

果
か

があると言
い

われています。例
たと

えば、知
ち

識
しき

の蓄積
ちくせき

です。自
じ

分
ぶん

が知
し

りたい情報
じょうほう

を本から学
まな

ぶとき、そのこと以
い

外
がい

にも、関連
かんれん

する周辺
しゅうへん

の情報が次々
つぎつぎ

に

入
はい

ってくるので、これを繰
く

り返
かえ

していけば自
おの

ずと幅広
はばひろ

い知識が身
み

に付
つ

いてきます。また、

語彙
ご い

や言
い

い回
まわ

しのバリエーションも増
ふ

えてきます。会話力
かいわりょく

や文章力
ぶんしょうりょく

も向
こ う

上
じょう

し、より的確
てきかく

に自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを相
あい

手
て

に伝
つた

えることができたり、より円滑
えんかつ

な人間
にんげん

関係
かんけい

を構築
こ う ち く

したりと、コ

ミュニケーションにおいても力
ちから

を発揮
は っ き

できるようになります。 さらに、想像力
そうぞうりょく

と創造力
そうぞうりょく

が高
たか

まります。物語
ものがたり

を読
よ

み進
すす

めていくと、自分の知
し

らなかったお話
はなし

の世
せ

界
かい

にどんどんと

没入
ぼつにゅう

していきます。主人公
しゅじんこう

の置
お

かれた環境
かんきょう

や生
い

き方
かた

、人
ひと

となり、周
まわ

りの人々
ひとびと

の様
よう

子
す

な

ど、たとえそれが架
か

空
く う

の設定
せってい

であったとしても、心
こころ

の中
なか

では「どういう様子なのだろう

…」「どんな気持
き も

ちだったのだろう…」と想像が膨
ふく

らみます。 

このように、本は読めば読むほど、自分の可
か

能
のう

性
せい

が拓
ひら

けてきて、いいこと尽
づ

くめの効
こ う

果
か

をもたらします。 本とのすてきな出会
で あ

いを通
とお

して、心がワクワクするような素晴
す ば

らしい

時
じ

間
かん

を味
あじ

わってもらいたいです。 

１０月は、運動会、漁業
ぎょぎょう

体験
たいけん

、人形劇
にんぎょうげき

・俊
しゅん

寛
かん

歌舞伎
か ぶ き

鑑賞
かんしょう

とイベントがたくさんあり 

 

 

 
 

 

 

 
 

<卒業式
そつぎょうしき

・前期
ぜ ん き

課程
か て い

修 了 式
しゅうりょうしき

・令和 6年度修 了 式
しゅうりょうしき

＞ 

令和 6年度が修了しました。島立ちをしていった 9年生、後
こう

期
き

課
か

程
てい

に進級
しんきゅう

する 6年生、本当
ほんとう

におめでとうございます。そして、各学年を修了した皆さん、

よく頑
がん

張
ば

りましたね。今年
こ と し

1年
ねん

でどんなことを学び、どんなことができるよう

になったのか、どんなことが楽
たの

しかったのか、どんなことが足
た

りなかったのか、

自
じ

分
ぶん

のことをしっかりと分析
ぶんせき

してほしいと思
おも

います。そして、自分の幸せのた

めに、４月７日の入学式
にゅうがくしき

・始業式
しぎょうしき

から次の学年で挑戦
ちょうせん

することを決
き

める春休

みにしてほしいです。 

 

 

 

令和７年３月号 

人
じん

事
じ

異
い

動
どう

～お世話
せ わ

になりました～ 

〈西
にし

 航
こう

矢
や

 教諭
きょうゆ

〉 

～南
みなみ

さつま市立加世田
か せ だ

中学校
ちゅうがっこう

～ 

 硫黄島学園での４年間、児
じ

童
どう

生
せい

 

徒
と

、保護者、地域の方々、ただた 

だ感謝
かんしゃ

しかありません。自然と伝統
でんとう

 

文化
ぶんか

で 彩
いろど

られた硫黄島での経験はかけがえのな

い財産
ざいさん

です。本当に皆さんに支えられ、家
か

族
ぞく

も増
ふ

え、宝 物
たからもの

ばかりいただきました。この感謝の気
き

持
も

ちを持ち続け、これからも子供たちと関
かか

わって

いきたいと思います。また、会
あ

う日まで。本当に

ありがとうございました。 

〈中村
なかむら

 京
きょう

平
へい

 教諭
きょうゆ

〉 

～鹿児島県立いろは中小学校～ 

 3年間、本当にありがとうご 

ざいました。硫黄島学園のみな 

さんの優しさにふれながら毎日を過ごすことがで

きてとても楽しかったです。生き物が大好きなみ

しまっこの活躍をこれからも応援しています！ 

〈関
せき

 謙
けん

二
じ

 教諭
きょうゆ

〉 

～日
ひ

置
おき

市
し

立
りつ

東市来
ひがしいちき

中学校～ 

 自然あふれる硫黄島で、そし 

て家族のような愛のあふれる学 

園で生活できたことはかけがえ 

のない財産
ざいさん

となりました。児童生徒、保護者、地域

の皆様には感謝の気持ちしかありません。お別れ

ではありませんのでこれからもよろしくお願いい

たします。 

〈曽根
そ ね

 伸
しん

介
すけ

 教頭
きょうとう

〉 

～垂水
たるみず

市
し

立
りつ

垂
たる

水
みず

中
ちゅう

央
おう

中学校～ 

 皆さんと過ごした硫黄島生活、 

とても楽しかったです。これからも 

いろんなことにチャレンジし、夢に向かって楽し

い日々を過ごしてください。保護者・地域の皆様、

本当にお世話になりました。今後も三島硫黄島学

園をよろしくお願いします。 

 

 

してね

みしまっこ

日記も

よろしく

「地
ち

域
いき

と共
とも

に歩
あゆ

んだ１年
ねん

」〜令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

を振
ふ

り返
かえ

って〜 

         校 長
こうちょう

 中村
なかむら

 真
まさ

人
と

 

令和６年度が終
お

わります。４月に赴
ふ

任
にん

してからあっという間
ま

の１年だった気
き

がします。

この１年を振り返ってみると、六月
ろくがつ

灯
どう

や八朔
はっさ く

太鼓
た い こ

踊
おど

り、９月
くがつ

踊
おど

りなどの地域の伝
でん

統
と う

行
ぎょう

事
じ

、１０月には俊
しゅん

寛
かん

歌
か

舞
ぶ

伎
き

など、たくさんの経験
けいけん

をさせていただきました。自
し

然
ぜん

の偉
い

大
だい

さ

に驚
おどろ

かされる瞬間
しゅんかん

もありましたが、保
ほ

護
ご

者
しゃ

や地域の皆
みな

さま、そして児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の温
あたた

かさ

に支
ささ

えられることが多々
た た

ありました。この場
ば

を借
か

りて、心
こころ

から感謝
かんしゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

本校
ほんこう

は「個
こ

が輝
かがや

き ふるさとを愛
あい

する 心
こころ

豊
ゆた

かな児童生徒を育成
いくせい

する」という教
きょう

育
いく

目
も く

標
ひょう

の下
もと

、日々
ひ び

の教育
きょういく

活動
かつどう

に取
と

り組
く

んでいます。「個が輝き」では、学習者
がくしゅうしゃ

主体
しゅたい

の授
じゅ

業
ぎょう

を実践
じっせん

し、自
じ

律
りつ

した学習者を育
そだ

てるための取組
と り くみ

を進
すす

めています。また、「ふるさとを愛

する」では、地域行事への参
さん

加
か

や学校
がっこう

行事
ぎょ うじ

、ジオ科
か

の学習を通
つう

じて、硫
い

黄
おう

島
じま

への愛情
あいじょう

を育
はぐく

む児童生徒の育成
いくせい

に努
つと

めています。まだ課
か

題
だい

も多
おお

く残
のこ

されていますが、これらの取

組は来
らい

年
ねん

度
ど

も引
ひ

き続
つづ

き進
すす

めていきたいと考えています。 

さて、3月、4月は「出会
で あ

いと別
わか

れの季
き

節
せつ

」です。先日
せんじつ

、三島硫黄島学園において卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

・前
ぜん

期
き

課
か

程
てい

修了
しゅうりょう

式
しき

を挙行
き ょ こ う

し、4名の卒業生が本校を立派
り っ ぱ

に巣立
す だ

っていきました。

本校で学
まな

んだことを糧
かて

に、進学先
しんがくさき

でもその力
ちから

を発揮
は っ き

し、目標
もくひょう

に向
む

かって邁進
まいしん

してくれる

ことを心から期
き

待
たい

しています。 

また、令和 7年度鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

教
きょう

職
しょく

員
いん

定
てい

期
き

人
じん

事
じ

異
い

動
どう

に伴
ともな

い、三島硫黄島学園では教

職員の出入
で い

りがあり、4名が新
しん

天
てん

地
ち

へ移
うつ

ります。硫黄島での貴
き

重
ちょう

な体験
たいけん

は、忘
わす

れられ

ない思
おも

い出
で

となることでしょう。これまでの本校への御
ご

尽
じん

力
りょく

に深
ふか

く感謝申し上げるとと

もに、新天地でのさらなる御活躍を心よりお祈
いの

り申し上げます。 

 


